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01 八 王 子 市 
新刊図書のご案内 

 

No.28『八王子城 改訂増補版』 

平成 24年度（2012 年度）に発行された八王子城を再販しました。令和元

年度（2019年度）に行った金子曲輪地区と山王台地区の石垣測量調査、令

和２年度（2020 年度）から令和４年度（2022 年度）に行った御主殿西側と

北側の確認調査を追加しました。御主殿西側の調査では、囲炉裏状の遺構

を持つ礎石建物跡や敷石遺構など新たな遺構を確認しました。建物の内部

で火を焚いた施設はこれまで確認されておらず、御主殿の役割を考える上

で重要な発見となりました。これら調査時の写真や図面などが掲載されて

おり、八王子城跡の発掘成果がわかる一冊となっています。 

【価格】１,０００円 

 

 

No.84 郷土資料館資料シリーズ第 62号『館村 小嶋日記二』 

【内容】千人同心小嶋喜三太の日記を翻刻した第二巻。万延元年（1860）か

ら慶応 3 年（1867）までの日記三冊分を収録しています（※文久元年 6 月

21 日～文久 3年は散逸）。小嶋家は館村（現・八王子市館町）で村役人もつ

とめた家です。日記を通して、幕末の世相を反映した村内の慌ただしい様

子や、千人同心の活動実態などを読み取ることができます。 

【価格】９００円 

 

 

No.115『郷土資料館研究紀要 36』（令和 5年度） 

当館の学芸員の調査と研究成果と年報を掲載しています。収載論考は以下

のとおりです。 

・論文 「鑓水道了堂の成立と石造物銘文」 道了堂が建設された経緯を

考察するとともに堂跡内石造物の銘文を活字紹介。 

・論文 「南多摩郡浅川村で開催された農民美術の講習会」 講習会の内

容報告と製作品が高尾山土産として定着した過程を解説。 

・報告 「桑都日本遺産センター 八王子博物館の体験用高機の経糸準備作

業」 

【価格】９００円 
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【お問合せ・お求め先】 

〒193-0832 八王子市散田町 2-37-1（教育センター併設） 

八王子市郷土資料館 事務室 

（八王子市教育委員会 生涯学習スポーツ部 文化財課 郷土資料館担当） 

電 話：042-629-9896 ﾌｧｯｸｽ：042-629-9897 

 

 

 

 

 

 

おすすめ図書 

No.2 ブックレット『千人のさむらいたち』 

江戸時代八王子宿の西端（現・八王子市千人町）を本拠地とした幕府の

家臣団が「八王子千人同心」です。その公務「日光火の番」や蝦夷地の開

拓・警備に入植したことが縁となって、八王子市と日光市・苫小牧市は姉

妹都市となり、令和６年（2024 年）には、「姉妹都市盟約５０周年記念事

業」も盛大に行われました。 

 千人町をはじめ、現在の八王子市域やあきる野市・日野市にも在住して

いた同心たちの歴史を解りやすく平易な文章で、写真も豊富に紹介してい

ます。【価格】４００円 

 

No.29『桑都八王子かるた』 

八王子市郷土資料館ガイドボランティアが、平成 16 年に「八王子かる

た」として作成したものを、令和 2年に都内で唯一「日本遺産」の認定を

受けた八王子のストーリーを記念して、内容を見直し「桑都八王子かるた」

として改訂版（解説・マップ・年表付き）を発行しまし。ガイドボランテ

ィアが項目を選び、解説文を考え、絵を描き完成させたもので、八王子の

地名の由来・千人同心・車人形などの八王子の今昔について楽しみながら

学べます。【価格】７００円 

 

図書の購入方法 

桑都日本遺産センター 八王子博物館（八王子市子安町 4-7-1 サザンスカイタワー八王子 3 階、

10：00～19：00、年末年始・館内整理日を除き無休）および八王子市郷土資料館事務室（八王子市散

田町 2-37-1、8：30～17：00、月曜休）にてご購入頂けます。 

また、郵送でのお申し込みも行っております。郵送でのご購入を希望の場合は、以下①～③を下

記の宛先までお送りください。 

① 本の代金（現金書留、郵便小為替のいずれか） 

② 返送用切手（着払いご希望の場合は不要。その旨を明記してください） 

③ 依頼状（お名前・ご住所・ご連絡先の電話番号・購入したい本の名称を明記したもの） 
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02 立 川 市 
 

新刊図書のご案内 

 

№73『新編立川市史 資料編 砂川の民俗』 

 本書では砂川地区（合併前の砂川町の範囲）の民俗調査の

成果を掲載しました。江戸時代の新田開発から始まる砂川の

歴史と生業、社会、衣食住、人生儀礼などの調査を中心に、

桑苗生産など、かつて盛んだった産業の事例なども取り上げ

ました。立川駅や立川飛行場の設置などに伴い大きく変貌し

てきた砂川の暮らしを明らかにしていきます。 

 

◆発行：立川市 

◆判型：Ｂ５判・カラー口絵８ページ 

本文 549ページ・上製本 

◆価格：2,500円 

 

 

 

№74『新編立川市史 資料編 写真集』 

写真資料 785 点を９つのテーマに分けて掲載し、明治時代

から現在に至る立川市の街並みの変化や発展の様子を、一冊

の写真集としてまとめました。掲載した写真資料のうち 146

点は、今回の市史編さん事業に際して市内外の方々から新た

に提供いただいた資料です。本書が、立川のあゆみを紐解く

手がかりになれば幸いです。 

 

◆発行：立川市 

◆判型：Ａ４判・フルカラー・367 ページ・上製本 

◆価格：4,000円 
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おすすめ図書 

 

№53『立川の歴史散歩 令和３年改訂版』 

 およそ 30 年前に刊行し好評だった「立川の歴史散歩」を、

令和になって再編集しました。市内の文化財や史跡を巡る散歩

コースを、南北各６つに渡って紹介しています。また、鉄道・

飛行場・映画館のコラムも交え、市の成り立ちや発展のようす

をわかりやすくまとめました。 

 本の後半では、立川市の歴史略年表、市内の指定文化財一

覧、立川ゆかりの野草と樹木を載せています。 

 

◆発行：立川市教育委員会 

◆判型：A5判・フルカラー・80ページ 

◆価格：700 円 

 

図書の購入方法 

 

【窓口での販売】 

・立川市歴史民俗資料館 

  ・立川市役所 3階・市政情報コーナー 

  ・オリオン書房ノルテ店（※注意・一部のみ） 

【郵送での販売】 

郵送販売は立川市歴史民俗資料館で受付をしております。詳細は

（電話 042-525-0860）までお問い合わせください。 

 

 

【№1～58の書籍・お問合せ】 

〒190-0013 立川市富士見町三丁目１２番３４号 

立川市歴史民俗資料館（立川市教育委員会 生涯学習推進センター文化財係） 

電 話：042-525-0860 ﾌｧｯｸｽ：042-525-1236 

【№59～74 の書籍・お問合せ】 

〒190-0022 立川市錦町三丁目５番２２号 YAZAWA DEUX ﾋﾞﾙ 201 

立川市産業文化スポーツ部 市史編さん室市史編さん係 

電 話：042-506-0021 ﾌｧｯｸｽ：042-525-1601 

販売図書の詳細 HP 
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03 武 蔵 野 市 
 

おすすめ図書 

 

No.24 『子ども武蔵野市史 改訂版』 

原始、古代から現代までの武蔵野市の歴史をわかりやすく紹介する本

です。小学５、６年生から中学生、初めて市の歴史を学ぶ人におすすめで

す。平成 22 年に発行されてから、子どもから大人まで多くの人に読まれ

てきましたが、このたび、新しい章を追加し、一部内容を修正した改訂版

が発行されました。改訂版には最近のできごとも加えられ、小、中学生の

皆さんが武蔵野市の歴史をもっと身近に感じられるような本になりまし

た。 

【価格】450円 

 

 

『武蔵野市の文化財 改訂版』 

武蔵野市内の文化財のうち、井の頭自然文化園に生息する天然記念物

を除いた解説書です。本書を通じて多くの方に武蔵野市内の文化財を知

っていただき、武蔵野の先人たちの足あとを末永く後世に伝えるととも

に、郷土武蔵野に対する認識を高め、文化の向上に活用していただけたら

幸いです。 

【価格】無料 

 

 

 

『玉川上水をあるく 新版』 

『玉川上水をあるく』は、昭和 63年（1988）３月の玉川上水清流復活事

業の実施を受けて、市民の皆様に玉川上水をより身近なものとなるよう

に刊行されました。玉川上水は国の史跡に指定されており、市民にとって

も最も馴染みの深い歴史遺産といえます。一人でも多くの方がこの小冊

子を手に散策され、武蔵野の歴史と文化、水と緑の街である武蔵野市への

愛着を深めていただけたら幸いです。 

【価格】無料 

 

 



 

 

15 

 

令和６年度第２回企画展図録『戦争と武蔵野Ⅹ～映像資料から見るＢ-29～』 

かつて武蔵野市に存在していた中島飛行機武蔵製作所は、昭和 19 年

（1944）11 月 24 日から９回にわたり米軍による空襲を受けました。この

空襲の中心となった戦略爆撃機Ｂ-29 について、高高度を飛行する同機を

地上から仰ぎ見た、墜落した同機を見に行った、など様々な証言が残って

います。新たに収集した同機の製造過程を記録した米軍作成の映像資料を

紹介しています。 

【価格】無料 

 

図書の購入方法 

 

【有償刊行物】 

有償刊行物は、武蔵野市役所西棟市民活動推進課内の市政資料コーナー（武蔵野市緑町２-２-28）

窓口で購入できます。 

郵送出の申込は、在庫・送料確認のため、市政資料コーナー（電話：0422-60-1809）にお問合せ下

さい。 

 

【歴史館頒布資料】 

上記の資料ほか、武蔵野市立武蔵野ふるさと歴史館にて無料配布しております。 

 

郵送の場合は、送料を頂戴いたします。郵送をご希望の方は、当館までお問い合せください。 

 

【お問合せ・お求め先】 

〒183-0022 武蔵野市境５丁目 15番５号 

武蔵野市立武蔵野ふるさと歴史館 

電 話：0422-53-1811 ﾌｧｯｸｽ：0422-52-1604 

Ｅメール：rekishikan@city.musashino.lg.jp 

  

有償刊行物の

詳細ＨＰ 
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04 三 鷹 市 
 

新刊図書のご案内 

 

No.27『三鷹市文化財年報・研究紀要６』 

令和４年度に実施した文化財関連の講座及び調査事業、埋蔵文化財関連の発掘調査履歴及び市域

の文化財の研究論文等を収録。 

考古学展示会・講演会「三鷹 12万年史―海と陸の変遷とヒトの暮らし―」遠藤邦彦氏（日本大学

名誉教授）小宮雪晴氏（蓮田市教育委員会）、考古学体験講座「To make マイ 土偶」田村典雄氏（土

器復元技術者）、三鷹弁・多摩弁方言用語集などを掲載しています。 

【価格】500円 

 

おすすめ図書 

 

No.５『水車屋ぐらし―武蔵野（野川流域）の水車経営農家生活誌―』 

大沢の野川流域にある大型水車「新車」。約 200年前につくられた水車は、 

故峯岸清さんが大切に保存してきたものです。こちらは水車とともに 

生きた峯岸さんの生活を描いた一冊。 

この本の舞台である「大沢の里水車経営農家」は、現在でも地域の 

方々の協力によって保存されており、当時と変わらぬ姿を見ることが 

できます。ぜひ、現地にも足をお運びください。 

平成 16 年発行 

【価格】1,260円 

 

No.16『みたかの石造物』 

 路の片隅などにひっそりとたたずんでいる石造物の所在を再確認し、 

市内に散在する石仏や石塔などをありのまま記録した一冊です。写真を 

交えながら、字ごとに石造物や碑銘が収載されています。 

ぜひ、本書を片手に、市内の石造物を巡ってみてはいかがですか。 

身近なところに、今まで気づかなかった石造物があるかもしれません。 

平成８年発行 

【価格】950円 
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No.18『新選組と多摩の民権展図録』 

 三鷹は、新選組や自由民権運動とゆかりの深い地域です。 

こちらは 20 年前に行われた「新選組と多摩の民権展」を記録した冊子 

で、新選組と自由民権運動の多様な側面に光を当てて紹介しています。 

新しい時代の誕生のために懸命に闘った人々から、私たちは多くのもの 

を学ぶことができるはずです。ぜひご一読ください。 

平成 16 年発行 

【価格】500円 

 

No.29『三鷹まるごと博物館マップ』 

 三鷹市内全体を屋根のない博物館「三鷹まるごと博物館」に見立て、 

市民との交流会で集めた情報などを参考に、地域の歴史や文化について 

の情報をかわいいイラストとともにギュッと詰めこんだマップです。 

令和３年発行 

【価格】100円 

 

 

 

 

図書の購入方法 

 

三鷹市役所本庁舎２階の総務部相談・情報課にて、窓口及び郵送での販売を行っております。 

【販売日・時間】 

月曜日～金曜日 午前８時 30分～午後５時（祝日・休日・年末年始を除く。） 

 

 

【お求め先】 

 総務部相談・情報課 

 〒181-8555 三鷹市野崎一丁目 1番 1号 

 電話：0422-44-6600 

【お問合せ先】 

スポーツと文化部生涯学習課 

〒181-8555 三鷹市野崎一丁目 1番 1号 

電話：0422-29-9862 
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05 青 梅 市 
 

おすすめ図書 

 

No.3  『おうめ文化財さんぽ２０２４改訂版』 

【内容】2019年に発刊した『おうめ文化財さんぽ』について、新たに 1コ

ースを追加し、市内を合計 12のコースに分け、市内に数多く保存されて

いる文化財をめぐれるよう改訂を行いました。また、説明文についても随

所に解説を追記するなど、よりわかりやすい内容となっています。ルビを

多用したわかりやすい説明文で、小・中学生でも読めるように工夫されて

います。 

【価格】７００円 

 

 

 

No.15   『企画展「生誕２００年 齋藤眞指の生涯」図録』 

【内容】企画展「生誕２００年 齋藤眞指の生涯」の展示図録として、幕

末から明治にかけて、村の指導者や教育者、国学者など多方面で活躍し

た青梅の近代史を代表する人物の一人である齋藤眞指に関する各展示物

を紹介しています。そのほか、眞指を中心としたコラムや年表、相関図

などもあり、企画展をより深く学べる内容となっています。 

【価格】６００円 

 

 

 

 

No.16  『企画展「青梅の御殿奉公～江戸に上がった女性たち～」展示図録』 

【内容】令和５年度に開催した、江戸時代後期に御殿奉公のため、江戸

に上がった青梅地域出身の女性たちをテーマとした企画展で刊行した展

示図録です。手紙や拝領品などの関連資料を多数掲載し、わかりやすく

解説しています。そのほか、コラムや年表、展示資料の目録などもあり、

企画展をより深く学べる内容となっています。 

【価格】７００円 
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No.33  『青梅市郷土工芸技術調査報告書』 

【内容】青梅市内に残されていた郷土工芸・民俗技術の記録・保存を

目的に、平成５～９年度および平成２０年度に実施した調査報告書と

して刊行しました。青梅煎餅やダルマ、青梅夜具地や青梅傘など、青

梅にゆかりのあるものから、下駄や桶、神酒の口など、生活様式の変

化によって失われつつあるもの、さらに、髪結いや和裁など、郷土や

伝統の枠に限定されないものまで、幅広い内容になっています。 

【価格】５００円 

 

 

No.77  『市史史料集６０号 癸卯春記行・癸卯秋記行』 

【内容】青梅出身で江戸時代後期の狂歌師・山田早苗が書いた紀行文を

翻刻した史料集です。天保 14(1843)年 3 月 11 日から 4 月 6 日まで、江

戸から三保の松原、久能山を巡り、三島から湯河原を廻って江戸に戻る

までの『癸卯春記行』と、天保 14(1843)年 8 月 15 日から 9 月 14 日ま

で、江戸から相州・伊豆の温泉を巡る『癸卯秋記行』を掲載しています。 

【価格】１，０００円 

 

 

 

図書の購入方法 

 

販売場所：青梅市郷土博物館[午前９時～午後５時、休館日は、月曜日（祝日の場合は開館、翌平

日休館）、年末年始]、青梅市役所３階社会教育課[午前８時３０分～午後５時、閉庁日

は、土曜日、日曜日、祝日、年末年始]の窓口にて販売。 

郵送希望の場合：詳しくは青梅市郷土博物館ホームページ、または、当館までお問合せください。 

 

 

【お問合せ・お求め先】 

〒198-0053 青梅市駒木町１－６８４ 

青梅市郷土博物館 午前９時～午後５時 

休館日：月曜日（祝日の場合は開館、翌平日休館）、年末年始 

電 話：0428-23-6859 ﾌｧｯｸｽ：0428-21-0464 
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06 府 中 市 
新刊図書のご案内 

 

No.23『新 府中市史 原始・古代 通史編』 

【内容】本編は、約３万５０００年前の市域で確認できる最古の住人の生

活の営みに始まり、考古学的視点からみた旧石器・縄文・弥生・古墳時代の

市域の状況、また文献に見られる飛鳥・奈良・平安時代（院政期まで）の市

域を取り巻く状況、さらには武蔵国府に関わる発掘成果などを、８章に分

け扱っています。長い時間の中における、市域を巡る歴史的動向を考古資

料・文献史料から解き明かしてゆきます。 

（Ｂ５判 513頁）【価格】3,100 円 

 

No.24『新 府中市史 中世 通史編』 

【内容】古代国府の所在地から、鎌倉幕府をはじめとする東国の武家政権の

拠点として、また武蔵六所宮（現・大國魂神社）の門前町として、発展を遂

げた中世の府中市域の歴史について、資料編から得られた成果に基づき、わ

かりやすく親しみやすい形で解説しています。 

武蔵総社文庫本『武蔵七党系図』画像を巻末付属ＤＶＤに収録。 

（Ｂ５判 649頁）【価格】3,600 円 

 

No.25『新 府中市史 近現代 通史編 上』 

【内容】明治維新期から昭和初期までの約７０年間の時期を扱っています。 

明治維新期、明治中後期、大正期、昭和初期と時期ごとに章を４つに分け、

当時の府中の人びとが、近代化による価値観や環境の変化などに対し、どの

ように感じ、対応しようとしていたのかを、「政治と行政」、「生活と文化」、

「産業」の三つのテーマを軸に描いています。 

（Ｂ５判 309頁）【価格】3,100 円 

 

No.26『新 府中市史 自然編』 

【内容】府中市における「気象と気候」「地形と地質・土壌」「水環境」「植

物と植生」「動物」の各分野における、その歴史的な変遷と現状の分析につ

いて、豊富な図版とカラー写真を加えて解説しています。また、「多摩川」

「崖線（ハケ）」「浅間山」「ケヤキ並木」といった、府中市固有の環境につ

いても詳しく紹介しています。 

（Ｂ５判 507頁）【価格】3,800 円 
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No.3『府中市郷土の森博物館紀要』第 37号 

【内容】府中市郷土の森博物館紀要の最新号です。本号では、次の論文や報告等を掲載しています。

「府中市と学校法人明星学苑―明星実務学校の府中町への立地 1923 年（大正 12）―」（高島秀樹）、

「銘文のない武蔵型板碑（覚書き)」（深澤靖幸）＜資料紹介＞「府中市郷土の森博物館所蔵の「応永

十九年」銘鰐口」（深澤靖幸）、「府中周辺における天保飢饉と救恤亅（花木知子）、＜資料紹介＞「屋

根裏のお札群（三）―小野宮内藤治右衛門家発見資料より―」（佐藤智敬）「府中町考古館」に関する

一考察（石澤茉衣子） 

（Ａ４判 88 頁）【価格】500 円 

 

No.16『府中市郷土の森博物館ブックレット 26 武蔵府中のケヤキ並木』 

【内容】大國魂神社の参道である馬場大門ケヤキ並木は、関東大震災の翌年、

1924年（大正 13）に国の天然記念物に指定されています。2024年、指定か

ら 100 年という節目の年を迎えました。本書では、ケヤキ並木のはじまり

や、かつての姿、そして並木を守り伝えてきた人びとの取り組みにも光をあ

てて、今日までの永い道のりをたどります。 

（Ａ５判 64頁）【価格】400円 

 

 

図書の購入方法 

 

●No.1～No.18の販売場所：府中市郷土の森博物館 

●No.19～No.48 の販売場所：①ふるさと府中歴史館（平日のみ） ②府中市郷土の森博物館    

③市政情報センター（府中駅ル・シーニュ５階） ④府中市観光情報センター（大國魂神社交番横） 

※郵送販売も行っておりますが、送料は刊行物の種類と冊数で変わりますので、詳しくは下記まで

お問い合わせください。（ホームページでもご案内しています。） 

 

【お問合せ・お求め先】 

〒183-0023 府中市宮町３丁目１番 

府中市文化スポーツ部ふるさと文化財課市史編さん担当（ふるさと府中歴史館） 

電 話：042-335-4376 ﾌｧｯｸｽ：042-360-4401 

〒183-0026 府中市南町６丁目 32番 

公益財団法人府中文化振興財団（府中市郷土の森博物館） 

電 話：042-368‐7921 ﾌｧｯｸｽ：042-360-8217 
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07 昭 島 市 
 

新刊図書のご案内 

 

No.27 昭島近代史調査報告書Ⅻ 

『昭島 多摩川渡し物語』 

昭島市域の南を流れる多摩川にはかつて、四つの渡し（渡船）が存在

しました。近世から近代へ、そして廃止から架橋に至るまで、それぞれ

の渡しに関する史料、写真や証言、また、渡しにまつわる道標などを取

り上げます。 

【価格】600円（Ａ５判、120 ページ） 

 

 

おすすめ図書 

 

No.25 昭島近代史調査報告書Ⅹ 

『小河内ダムの移転者たち』－昭島がなぜ最多か－ 

 戦争による工事中断を経て、昭和 32（1957）年 11 月にようやく完成

した東京の水がめ「小河内ダム（奥多摩湖）」。この工事では旧西多摩郡

小河内村、山梨県丹波山村・小菅村の計 945 戸が水没などで故郷を追わ

れ、各地に移転しています。 

本書は、①小河内ダムの歩み、②水没集落の過去と現在、③山梨県北

杜市（清里）、埼玉県入間市、八王子市、立川市、東久留米市の移転先調

査、④なぜ昭島に最多の 147 戸が移転したのか、の４部構成の調査報告

書です。 

【価格】600円（Ａ５判 144 ページ） 

 

No.23 昭島近代史調査報告書Ⅷ ﾌﾞｯｸﾚｯﾄ 2020 

  『追跡！まぼろしの八高線衝突事故』 

終戦直後の昭和 20 年８月 24 日、八高線多摩川鉄橋で起

こった列車正面衝突事故。死者 100 人以上を出した大惨事

の背景、乗客の消息と地元の対応などをまとめた昭島初の

一冊です。 

【価格】600円（第２版 Ａ５版 142ページ） 
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No.2『昭島の歴史』 

昭和 53年に発刊された『昭島市史』の普及版として、昭島の歴史・ 

文化財を分かりやすくまとめました。 

市の南端に古代からの人々の生活を潤し豊かな恵みを与え続けてきた多

摩川があり、北部には武蔵野の面影が残る雑木林の間を縫うように玉川上水

が流れ、さらには、拝島段丘・青柳段丘という河岸段丘の崖線に沿って豊富

な湧き水が溢れ出ています。 

このような水の豊かな自然環境の中で先人たちは生活し、さまざまな歴史

を刻んでいます。本書は、数々の遺跡や貴重な資料などに基づいた「昭島の

歩み」を多くの写真や「アキシマクジラ」の化石発見ほかのトピックスも織り込みながら、古代社会

から今日至るまで、コンパクトにまとめた１冊です。 

【価格】1,500円（Ｂ５判 274ページ） 

 

 

No.4『路傍の文化財』増補第二版 

昭島の地にも、先人の生活の中から生まれた信仰や生活文化の跡が、今も

私たちの身近な所に残っています。道端に、ひっそりとたたずんでいる文化

財もあります。これら“庶民がはぐくんだ文化財”ともいうべき貴重な遺産

をたずねながら、郷土“昭島”を見直すきっかけになる読本です。 

【価格】200円（Ａ５判 82 ページ） 

 

図書の購入方法 

 

頒布図書は、アキシマエンシス（昭島市教育福祉総合センター）にてお求めいただけます。また、

昭島観光案内所(昭島駅北口階段下)、市内の書店（マルベリーフィールド:中神駅北口、たまべ書房：

拝島郵便局西）、でもお求めいただけます。 

「郵送」での購入は、下記文化財係へお問い合わせください。 

 

 

【お問合せ・お求め先】 

〒196-0012 昭島市つつじが丘三丁目３番 15号 

昭島市教育委員会事務局 

アキシマエンシス管理課文化財係 

電 話：042-519-5717    ﾌｧｯｸｽ：042-519-7456 
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08 小 金 井 市 
 

新刊図書のご案内 

No.49 『梶野新田梶野家文書⑹』市史編纂資料第 63編 

【内容】 

梶野家は、玉川上水に面する梶野新田を拓いた旧家です。 

梶野家が所蔵する 1,000点を越す文書群から明治元年～20年代の約 100

点の史料（玉川上水関係、橋普請関係、御栗林図、社倉事件関係等）を収

めています。 

Ａ４版【価格】500 円 

 

 

 

 

おすすめ図書 

No.53 『発掘された小金井』文化財ブックレット２ 

【内容】 近年の発掘調査では野川流域のほかに、仙川流域からも新しい

成果があがっています。旧石器時代や縄文時代だけではなく、中世・近

世・近現代に至るまで、発掘調査によって初めて判明する小金井の歴史が

注目されています。これまでの発掘調査の蓄積を踏まえて、本書では最近

の調査状況も網羅しており、小金井市の遺跡の発掘調査の最前線をお届け

します。 

Ａ５版【価格】200 円 

 

 

No.52 『小金井市の石造物』文化財ブックレット１ 

【内容】小金井市内において、鎌倉時代から江戸・明治・大正・昭和、そ

して現代に至るまで多種多様な石造物が造立され、今もその姿を見ること

ができます。本書は、小金井市内にある石造物のうち、板碑、供養塔、石

仏、狛犬、道標等、寺社や路傍でみられるものを中心にまとめたものです。 

Ａ５版【価格】200 円 
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No.60 『小金井市史 年表・索引編』 

【内容】 市史編さんによる調査成果を元とした歴史年表、お

よび「通史編」の用語索引を、１冊にまとめたものです。年表

は “読みやすく見て楽しい歴史年表”となっています。索引は、

既刊「通史編」におけるほぼすべての用語を「事項名」「人名」

「地名」に分けて掲載頁番号を示し、調査・研究・学習により

役立つものを目指しました。 

Ａ５版【価格】800 円 

 

 

No.59 『小金井市史 通史編』 

【内容】市史編さんの集大成本。旧石器時代～平成元年頃の小金

井の歴史３万５千年の流れを一書にまとめました。また、明治初

期のカラー古地図３枚（複製品）を付録として収録しています。 

Ａ５版【価格】1,600円 

 

 

 

図書の購入方法 

 

図書は、小金井市役所第二庁舎７階教育委員会生涯学習課窓口、小金井市文化財センター（小金

井市緑町３－２－３７、月曜休館）、他市内契約書店にてお求めいただけます。 

郵送でもお求めいただけますので、詳細は下記までお問い合わせください。 

 

【お問合せ・お求め先】 

〒184-8504 小金井市前原町三丁目４１番１５号 

小金井市教育委員会 

生涯学習部生涯学習課文化財係 

電 話：042-383-1111（内線 3834） ﾌｧｯｸｽ：042-383-1133 

E ﾒｰﾙ：k020199@koganei-shi.jp 

 

 

【お求め先】 

  〒184-0003 小金井市緑町三丁目２番３７号 

   小金井市文化財センター（月曜休館） 

  電 話：042-383-1198

mailto:k020199@koganei-shi.jp
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09 小 平 市 
 

新刊図書のご案内 

 

No.34  『小平市史料集第３４集 御用留（小川村４）』 

【内容】 文政 12（1829）年から天保 3（1832）年までの四年間を収録し

ています。その多くは諸国川々普請御用、玉川上水見分の役人通行、羽村

陣屋への勤務交代などのための人馬継立が占めています。 

 この史料集では、玉川上水で隔年に実施していた川淵の草刈りや、天保

の災害による被害の記録などが見られます。また、付図として小川村の開

拓当初（1669）年から明治 8（1875）年までの約 200 年間を 18 の年代に

分け、屋敷並を時系列に作成しました。この図によって、旅籠や抱え屋敷

の位置が明らかになるほか、小川村の変遷の様子をうかがい知ることがで

きます。 

【価格】 １，９００円 

 

おすすめ図書 

No.7・8  『鈴木遺跡 発掘調査総括報告書』 

【内容】 令和 3 年 3 月 26 日に国史跡に指定された日本の後期旧石器時

代の代表的な遺跡である「鈴木遺跡」のこれまでの発掘調査成果をとりま

とめ、その全貌を明らかにしました。 

また付編は DVD2 枚組で、報告書本編の根拠となるデータとして谷奥部

出土石器の属性表や石器実測図、また既刊報告書の付図を含めた全ページ

の PDF などを収録しています。 

【価格】 報告書：２，０００円 付編：７００円 

 

No.14  『小平ふるさと物語（三）』 

【内容】 ふるさと物語は、小平市内の文化財保存研究団体である「小平市郷

土研究会」が、市内の古老に聞き取り調査し取りまとめた、昔の小平の集落や

くらしの様子を伝える貴重な記録です。小平市は、江戸時代に新田開発された

新田集落が合併してできたまちですが、本巻では小平市のかつての旧村すべて

から聞き取りを行い記述しました。また、青梅街道沿いに伝わる屋号を調べま

とめ上げた図を掲載しています。 

【価格】 ８００円 
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No.30  『小平市史概要版 小平の歴史』 

【内容】 市制施行５０周年を記念し刊行した『小平市史』三冊（「近世編」

「近現代編」「地理・考古・民俗編」）を、わかりやすく一冊にまとめました。

旧石器時代から現代まで小平の歴史を網羅し、人々の暮らしやコラム等を

織り交ぜた内容は、発売から今なお多くの方の好評を博しています。 

写真や図表を数多く取り入れ、年表・索引も掲載しています。 

【価格】 ６００円 

 

 

No.21  『小平市史別冊図録 近世の開発と村のくらし』 

【内容】 小平市域は最も歴史のある小川村をはじめ、近世（江戸時代）中

期以降に誕生した七つの新田村から構成されています。本書は主に、その

開発の様子を新田ごとに記した「新田開発」、小平市域の特徴である「玉川

上水とくらし」「鷹場と村」の二編を加え、当時の古文書・絵図などを用い

詳しく解説しています。 

【価格】 １,７００円 

 

 

図書の購入方法 

 

図書は、小平市役所１階市政資料コーナー、小平市立図書館、小平ふるさと村の窓口でお求めい

ただけます。ただし取扱い場所によって販売している図書が異なりますので、詳細については下記

までお問い合わせてください。郵送にてお求めの場合も下記までお願いします。 

 

 

【お問合せ先】 

次頁の図書一覧の 1～14について 〒187-8701 小平市小川町２丁目１３３３番地 

小平市地域振興部 

文化スポーツ課 文化財担当 

電話：042-346-9501 ﾌｧｯｸｽ：042-346-9575 

次頁の図書一覧の 15～34 について 〒187-0032 小平市小川町２丁目１３２５番地 

小平市中央図書館 

電話：042-345-1246 ﾌｧｯｸｽ：042-345-1483 
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10 日 野 市 
 

おすすめ図書 

 

№57 特別展『日野の剣士たち―浪士組と農兵隊―』 

日野市立新選組のふるさと歴史館の令和 2 年度特別展（会期：令和 2 年 12 月 15 日～令和 3 年 2

月 21 日）の図録です。幕末期、日野本郷の名主であり日野宿問屋役であった佐藤彦五郎が開いた天

然理心流の剣術道場では、多くの若者が剣術の稽古に励みました。彼らはやがて、新選組・新徴組や

日野宿農兵隊などとして、幕末・維新期の歴史のうねりの中に身を投じることになります。この図

録では、日野の若者たちが剣術を学ぶようになった背景や彼らの活躍の姿を、資料に基づいて紹介

しています。 

【価格】1,000円 

 

 

 

No.36『日野用水開削 450 周年記念特別展 ～日野人が守り育てた緑と清流～』図録 

かつて日野は、「多摩の米倉」「嫁に行くなら日野に行け」

と言われた程、米作りが盛んな土地柄でした。平成 29

（ 2017 ） 年は 、そ の礎 とな った 日野 用水 の開 削

450 周年にあたることから、特別展を開催し、その 

内容をまとめたものが本書です。 

前半は、発掘調査の成果や古文書などから、市内用水の

歴史的変遷をたどる内容となっています。後半は、身近な

自 然 と し て 様 々 な 生 命 を 育 ん で き た 用 水 の 

自然や、昭和 30 年代以降の水辺環境の変化に伴う 

用水を取り戻す取り組みについて紹介しています。 

日野人の「宝」である用水のことを知りたい方は、ぜひ

本書をご覧ください。 

【価格】500円 
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№39『日野市域におけるサイノカミ・どんど焼き行事調査報告書』 

日野市郷土資料館などで開催した「みんなの ひの宝モノ語り展」に関連

し、日野市域 15か所で開催される冬の風物詩「サイノカミ・どんど焼き行

事」を調査した成果をフルカラーでまとめた一冊です。地域の歴史小話のほ

か、門松づくりや小屋作り、当日の様子を多くの写真で紹介しています。 

【価格】600円 

 

 

№50 『四館共同企画展 幕末動乱 －開国から攘夷へ－』 

本書は平成 26年に茨城県の土浦市立博物館、栃木県の壬生町立歴史民俗資料館、板橋区の板橋区

立郷土資料館と日野市立新選組のふるさと歴史館の４館共同で開催した「幕末動乱 －開国から攘

夷へ－」の展示図録です。 

尊王攘夷を唱える水戸学の影響を強く受けた土浦藩。天狗党とのかかわりの中で尊王派と佐幕派

の葛藤が続いた壬生藩。西洋式砲術の先駆けとなった高島流の高島秋帆とゆかりが深く、皇女和宮

の降嫁などこの時期の出来事を見つめてきた中山道板橋宿。そして新選組隊士を輩出し彼らの支援

を続けた甲州道中日野宿とその周辺。これら各地域の状況から幕末の政治的・社会的混乱について

紹介しています。 

本書は、関東地方における幕末動乱期を探るうえで参考になる一冊であるとともに、図版はフル

カラーで、資料集としてもご活用いただけると思います。 

【価格】1,000円 

 

 

図書の購入方法 

 

日野市役所１階の市政図書室では、日野市で発行している書籍などを販売しています。また、郵

送での販売もいたします。詳しくはホームページをご覧ください。 

また、日野市郷土資料館（日野市程久保 550、042-592-0981）と新選組のふるさと歴史館（日野市

神明 4-16-1、042-583-5100）でも販売しております。詳しくは各館までお問い合わせください。 

 

 

【お問合せ・お求め先】 

〒191-8686 日野市神明 1 丁目 12番 1号 

日野市立図書館 市政図書室 

電 話：042-514-8840 ﾌｧｯｸｽ：042-582-0914 
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11 東 村 山 市 
 

新刊図書のご案内 
 

No.98『図録 古文書からみる東村山の旅事情』 

本書は、企画展「古文書からみる東村山の旅事情」の展示図録です。 

江戸時代、天下泰平の世となり街道の整備が進むと、庶民も各地を旅する

ようになります。東村山にも、旅をした人々の記録が「道中日記」として数

点残されています。本書では、天保 12年（1841）に金毘羅参りの旅に出た

人々の記録である「道中日記帳」の内容をご紹介します。史料写真と解読

文、解説文を掲載し、「道中日記帳」に書かれた旅の様子を紐解きます。 

【価格】８００円 

 

No.30『東村山市史研究 第 33号』 

本誌は、毎年発行している『東村山市史研究』の最新号です。論文「東村

山市内の神社の鳥居計測―共通性と個別性を兼ね備えた構造体―」は、筆者

の石田祐三氏が東村山ふるさと歴史館の石造物調査ボランティアとして活

動する中で鳥居の計測方法について提案、検証、実施してきた内容をまとめ

たものです。 

「資料紹介」では、「正福寺資料―地蔵堂関連資料と版木―」と、「天保十

四年 南秋津村 村鑑帳 ２」を掲載しています。 

【価格】５００円 

 

 

おすすめ図書    

 

No.91『図録 税金今昔 ～租税資料から村がみえる～』 

明治初年度の地租改正事業は、近代税制への転換点であり、近代国家の礎

を築く上でも重要な改革として知られています。ただし、地方主導のもと実

務にあたった村々の事例についてはまだ知られていないことも多いのでは

ないでしょうか。 

本書では、地租改正事業についての資料はもちろん、畑作が中心だった江

戸時代の東村山市域の村々の年貢資料から、新たな改正後の税徴収について

見ることができる明治・大正時代の行政文書まで、東村山市域に残る租税資

料を紹介しています。 

【価格】２００円 
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No.85『図録 市制施行！東村山 13町大集合』 

東村山市は令和 6 年度に市制施行 60 周年を迎えました。この図録は、平

成 26 年の市制施行 50 周年企画展の際に刊行したものです。昭和 39年の市

制施行時や昭和 40～50 年代の写真を中心に、東村山市のあゆみを紹介して

います。また、市制施行時に誕生した 13 町を、古い写真や地図とともに紹

介しました。さらに、市制施行 10 周年時に開館した図書館や、姉妹都市イ

ンディペンデンス市との係わりについても紹介しています。 

【価格】２００円 

 

 

No.67『図録 東村山駅西口のあゆみと北西部』 

市制施行 40 周年の年に、これを記念する特別展として開催された展示の

図録です。令和 6年に、東村山駅は開業 130周年（久米川仮停車場の開業か

ら数えて）を迎えました。東村山駅周辺はこの図録刊行から 20 年が経過し、

再開発事業で大きく変わりました。また、数年後には東村山駅が高架化され

る予定（連続立体交差化計画）で、駅の東口側と西口側の町が一体化され、

これを契機として、さらに大きく変化していくでしょう。130 年前に東村山

駅ができて町がどう変化し、発展していったか、変わりゆく今だからこそ、

紐解いてみたい 1冊です。 

【価格】４００円 

 

 

図書の購入方法 
 

東村山ふるさと歴史館受付カウンターおよび東村山市役所（東村山市本町１丁目２番地３）１階

の情報コーナーにてお求めいただけます。 

郵送にてお求めの場合は、事前にお電話等で在庫と送料とをご確認の上、送

付先住所、氏名、連絡先電話番号、購入希望図書名、冊数を記入したメモ等と、

図書代金（現金書留か郵便小為替）、送料（切手）を下記まで郵送してください。 

  
【お問合せ・お求め先】 

〒189-0021 東村山市諏訪町１丁目６番地３ 

東村山ふるさと歴史館 

電 話：042-396-3800 ﾌｧｯｸｽ：042-396-7600 
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12 国 分 寺 市 
 

新刊図書のご案内 

 

No.19『国分寺市重要有形民俗文化財 本多八幡神社神輿・力石調査報告書』 

本多八幡神社は、本多新田の鎮守として元文元年（1736）に京都の男山

八幡社を勧請する形で祥応寺の境内に創建されたと伝えられています。

神社に伝来する神輿は、創建当時の姿は不明なものの 200 年以上にわた

り地域の祭礼で使用され、国分寺市内の信仰を示す貴重な民俗資料であ

り、令和３年に市の文化財に指定しました。本書は指定時に行った各種調

査の記録と、平成 26年に文化財指定した同社境内にある力石の調査成果

をあわせた報告書です。 

【価格】７００円 

 

おすすめ図書 

 

No.14 『古代道路を掘る－東山道武蔵路の調査成果と保存活用－〔改訂版〕』 

令和５年 11 月発行。平成 29年３月に発行の同書の改訂版。古代の官道

である東山道武蔵路を題材とした本です。平成 22 年に武蔵国分寺跡への

附で国の史跡に追加指定された記念として、武蔵国分寺跡資料館で開催し

た同名の特別展示を基に編集しました。特別展示の内容に加え、最新の調

査成果をふまえてわかりやすく解説しています。 

【価格】７００円 

 

図書の購入方法 

・武蔵国分寺跡資料館、史跡の駅「おたカフェ」（※一部のみ）にて購入可能です。 

・郵送販売（送料購入者負担）については下記までお問い合わせください。 

 

【お問合せ・お求め先】 

〒185-0023 国分寺市西元町一丁目 13番 10 号 

武蔵国分寺跡資料館 

電 話：042-323-4103 ﾌｧｯｸｽ：042-300-0091 

E-mail:museum@city.kokubunji.tokyo.jp 
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13 国 立 市 
 

新刊図書のご案内 

 

No.11『国立新書第 4号 小さな創造』 

【内容】「くにたち市民芸術小ホール」をめぐる文化芸術活動の歴史を振り返り

ながら、次代における施設のあり方をイメージし、その“現在”をご紹介しま

す。「小さな創造」というタイトルは、施設の名称にも「小」の文字があるよう

に比較的コンパクトな施設構成が特徴となっていることや、何より市民の身近

な文化芸術活動の空間として多くの活用がなされ、新たな発見や気づき、人と

人とのつながり、日常の喜びや市民の誇りが日々創造されていることを願い表

現しています。後半には国立市出身の作家の多和田葉子氏書き下ろし、くにた

ちオペラ『あの町は今日もお祭り』の「上演台本」を掲載しています。 

【価格】660円 

 

No.21『市内遺跡緊急調査報告７』 

【内容】平成 29（2017）年度から令和 4（2022）年度に実施した埋蔵文化財の調査報告を収録してい

ます。近年、試掘調査が増加しており、その調査報告をまとめています。各遺跡の調査履歴が一覧表

で分かりやすく、地図には地点ごとの範囲が記され、調査記録データの活用に有用です。 

【価格】940円 

 

おすすめ図書 

No.18『緑川東遺跡‐第 27 地点‐』 

【内容】平成 24（2012）年実施の緑川東遺跡第 4次発掘調査の報告

書です。平成 29（2017）年に国指定重要文化財となった 4本の大形

石棒と土器 3点等の発掘調査成果を記録しています。 

【価格】1,100円 

 

No.55 『くにたち郷土文化館 研究紀要』 第 12 号 

【内容】①「国立市の『野みず』と地形」／角田 清美 ②「田中屋万五郎と道案内たち―飯能村

森太郎による秩父郷芝居事件の探索を中心に―」／原 祥 ③「府中用水の取水システムの変遷

（中）・（下）―多摩川からの取水―」／小坂 克信 ④「地域資料を核とした社会教育機関の連 

携について―住民自治の発展を支えるために―」／荒井 敏行、以上4本の論考を収録しています。 

【価格】800円 
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No.49『歩いて集めて見て聞いて 消えゆく暮らしを記録せよ』 

【内容】昭和 30～40 年代（1955～1974 年）にかけて、日本が飛躍的な経済成

長を遂げる中で、各地でまちの開発が行われました。国立でも、田畑だった地

域に、高速道路や団地が造成されるなど、まちの様相は目まぐるしく変化しま

した。本書では、昭和 50～60 年代（1975～1989 年）に民具収集や古老の聞書

きを残した国立市民具調査団（現：くにたちの暮らしを記録する会）の活動を

中心に、郷土の暮らしや歴史に目を向けた人々の軌跡を紹介します。 

【価格】600円 

 

No.50『円形公園はじまり物語』 

【内容】国立駅南口の駅前広場は、国立駅開設当時に駅と一体的に整備され

た大きな駅前空間が、現在まで継承されてきたものです。本書では、2021年

10月に旧国立駅舎内で開催したパネル展示に基づいて、それを再構成したも

のとなっています。多くの資料を紹介するとともに、若干の考察を加え、円

形公園の成り立ちや経緯を分かり易く紹介しています。 

【価格】300円 

 

図書の購入方法 

●国立市役所発行の書籍（№１～27）の場合 

市役所にお越しいただくか、郵送でご請求ください。郵送の場合、刊行物の代金(現金もしくは郵

便為替)および送料(切手)を、書留でご送付下さい。切手での刊行物代の送付は受け付けておりませ

ん。在庫・送付方法等の確認のため、ご注文前に情報公開コーナーに必ずご連絡ください。ご送付い

ただく場合は、次の要件を記載したメモを必ず同封してください。「刊行物の指定番号(お電話でご

確認ください)、名称及び部数」「氏名」「郵便番号及び住所」「連絡先の電話番号」。領収書をご希望

の場合はメモに明記してください。ただし、領収書は刊行物の代金分のみの発行となります。 

【お問合せ・お求め先】 

〒186-8501 国立市富士見台２丁目４７－１ 国立市役所 情報公開コーナー 

電 話：042-576-2111（内線 178） 

 

●くにたち郷土文化館発行の書籍（№28～56）の場合 

 くにたち郷土文化館にお越しいただくか、その他の方法についてはお問い合わせください。 

【お問合せ・お求め先】 

〒186-0011 国立市谷保６２３１ くにたち郷土文化館 

電 話：042-576-0211 
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14 福 生 市 
新 刊 図 書 

 

☆No.19『第 39集 田村半十郎家文書目録』 

福生市内で文政 5 年（1822）創業の酒造を営み、福生村の名主や福生町長

を務めた田村半十郎家より寄贈された文書資料に関する調査報告書です。 

行政文書を中心に、近代福生の歴史を理解するうえで貴重な資料 1,102 点

を掲載しています。 

【価格】400円 

 

 

 

おすすめ図書 

 

☆No.42『むかしの道具』 

 令和元年度特別展示「むかしの道具」の展示図録です。 

 暮らしをより便利で快適なものに、日々の遊びをより楽しくするために、

道具はさまざまな変化を遂げてきました。本図録では、ひと昔前まで実際に

使われた道具を使用された場面に即して紹介しています。 

 道具の変遷から人びとの暮らしぶりの変化や道具に秘められた知恵や工夫

などをお楽しみください。 

【価格】300円 

 

 

☆No.43『写真でたどる福生』 

 福生市制施行 50 周年記念特別展示「写真でたどる福生」の展示図録です。 

 令和２年７月１日、福生市は市制施行から 50 周年を迎えます。福生町の

時代から福生市へと時代が移り進むなかで、人口増加や生活インフラが整備

され、農村から都市へ姿を変えてきました。また、そこで営まれる人々の暮

らしや生業も変わってきました。 

 本図録では、現在の風景との比較を交えながら、福生の街並みや暮らしの

変化をたどっていきます。 

【価格】300円 
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☆No.44『江戸の日本刀』 

 福生市制施行 50周年記念企画展示「江戸の日本刀」の展示図録です。 

 福生市郷土資料室は、平成 11 年 12 月に文化庁より赤羽刀 97 振を譲与さ

れました。本企画展は、譲与から 20 年の節目を迎えたことを記念して開催

されました。 

 この図録には、展示された番付や大和守安定などの日本刀が掲載されてい

ます。江戸の時代に花開いた、美術工芸品としての日本刀の世界をお楽しみ

ください。 

【価格】100円 

 

 

☆No.45『むかし絵画家 松下紀久雄の世界』 

 令和３年度特別展示「むかし絵画家 松下紀久雄の世界」の展示図録です。 

 松下紀久雄氏は、精緻な調査をもとに地域の歴史を描いたむかし絵画家と

して広く知られています。 

 本展示図録では、福生市郷土資料室が所蔵する松下紀久雄氏の作品約 540

点の中から、多摩地域の歴史や史跡を描いた作品をはじめ、昔のくらしや商

店、山や街の風景を描いた作品など 97点を紹介しています。 

 郷愁あふれるむかし絵の世界をお楽しみください。 

【価格】500円 

 

図書の購入方法 

 

福生市郷土資料室の受付カンターで販売しております。 

また、ご来館が難しい場合は郵送でご購入いただくことも可能です。購入を希望される図書の名

称と冊数を明記した上で、書籍代金と送料の合計金額を現金書留郵便で送付ください。なお、送料

については切手で同封いただいても構いません。 

図書の詳細は福生市郷土資料室ホームページ内「刊行物一覧」でご確認いただくことができます。

ご不明な点はお気軽にお問合せください。 

 

【お問合せ・お求め先】 

〒197-0003 福生市熊川 850番地１ 

福生市教育委員会教育部 

生涯学習推進課文化財係（福生市郷土資料室） 

電 話：042-530-1120（直通） ﾌｧｯｸｽ：042-552-1722 
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15 狛 江 市 
 

新刊図書のご案内 

 

No.59 『新狛江市史 考古編』 

原始・古代から中世や近世・近代に至るまでの遺跡を各時代

順に掲載した新狛江市史の考古編です。 

多摩川中流域に位置する狛江の地では、狭い市域の中で約

450 件の発掘調査が行われ、原始・古代以降、人々の生活が連

綿と営まれてきた様子が明らかになっています。 

「狛江百塚」と称されるほど古墳が多い狛江では、古墳時代

から古代にかけての遺跡が多く残されています。そのほかに

も、旧石器時代から縄文時代、弥生時代の様子や、中世や近世

の人々の生活の痕跡も多く発見されています。 

本書には、これまで蓄積されてきた発掘調査の成果を収録し

ています。 

【価格】７，７００円 

 

 

おすすめ図書 

 

No.56 『新狛江市史 通史編』 

令和２年度に迎えた市制施行 50周年を記念して刊行された通

史編です。昭和 60年に『狛江市史』が刊行された後にも、遺跡・

古墳の発掘調査や、古文書などの調査が行われ、さまざまな蓄積

がなされてきました。こうした地域の財産である歴史資料やそ

の調査成果を活用しながら、狛江の歴史を振り返ったものです。 

内容は、「狛江の土地の成り立ち」、「原始・古代」、「中世」、「近

世」、「近代」、「現代」の６編からなっています。 

本書を紐解けば、多摩川や野川、弁財天池など、自然環境に恵

まれた狛江の地において、人々がどのような生活を営み、地域の

発展に力を尽くしてきたか、その足跡をたどることができます。 

【価格】２，２２０円 
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No.57 『新狛江市史 普及版 狛江の成り立ちと歩み』 

『新狛江市史 通史編』の内容を再構成して、狛江の歴史に

ついて、写真や図表を中心にわかりやすく編集した普及版です。 

第１章「原始・古代 狛江の歴史の基層を探る」、第２章「中

世 武士たちの活躍と狛江」、第３章「近世 江戸時代の村と

人々の暮らし」、第４章「近代 狛江村の成立と村の近代化」、

第５章「現代 住宅都市狛江へ」の５章から構成し、付録とし

て「歴代狛江村町市長一覧」と「新狛江市史 関連略年表」が

付けられています。 

狛江の歴史を視覚的に振り返ることができる一冊になってい

ます。 

【価格】８２０円 

 

 

 

 

図書の購入方法 

 

販売図書は、狛江市役所３階社会教育課窓口にてお求めいただけます。 

郵送にてお求めの場合は、住所、氏名、電話番号、購入希望図書名、冊数を明記の上、図書代金、

送料（切手）とともに現金書留にて下記【お問合せ・お求め先】まで郵送して下さい。 

なお、送料については、下記【お問合せ・お求め先】までお問い合わせ下さい。 

 

【お問合せ・お求め先】 

〒201-8585 狛江市和泉本町一丁目１番５号 

 教育部社会教育課文化財担当 

電 話：03-3430-1111（内線 2371） ﾌｧｯｸｽ：03-3430-1600 
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16 東 大 和 市 
 

おすすめ図書 

 

No.5～17  『里正日誌 １～13巻』 

【内容】里正日誌は、旧蔵敷村で名主を務めた内野家に

伝わる文書や記録を編年体にまとめたものです。天正元年

（1573）から明治六年（1873）までの全６９冊に亘り、東大

和市の指定文化財にも指定されています。 

全１３巻の内、最後に残っていた第六巻が令和５年に完

成しました。 

【価格】1,000～2,300円 

 

 

No.36  『吉岡堅二図録』 

【内容】東大和市ゆかりの日本画家・吉岡堅二の作品３５点をカラー

図版で紹介しています。また、平成２９年に国の登録有形文化財となっ

た吉岡堅二の旧宅の解説も記載しています。 

【価格】500円 

 

 

 

 

 

 

No.23～33   『東大和市史・東大和市史資料編１～１０』 

【内容】東大和の歴史の流れをまとめた東大和市史と、全１０巻の東大

和市史資料編。資料編は、各館ごとに東大和の歴史や民俗、自然など一

つのテーマに沿ってまとめられています。 

市史・市史資料編とも写真や図版を多く用い、読みやすい資料集とな

っております。 

【価格】東大和市史：4,000円 

東大和市史資料編１～５：1,500円 

東大和市史資料編６～１０：2,000円 
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No.4   『多摩湖の歴史 普及版』 

【内容】東大和市にある多摩湖（正式名は村山貯水池）は昭和２年に完成

し、かつてあった地域に住んでいた人々は、移転を余儀なくされました。

それから約５０年を経て、多摩湖の発掘調査が行われました。本書では、

発掘調査の記録や今はなき多摩湖底の村の歴史を詳しく紹介していま

す。 

【価格】630円 

 

 

 

No.3   『東大和のよもやまばなし』 

【内容】東大和に昔から伝わるおはなしを、郷土史グループが丹念に聞き

取りしてまとめたものです。 

いぼ取りで信仰を集めた「松っこごれ地蔵」、昔のくらしの様子がわ 

かる「赤っ風」「きつねの恩返し」、戦争中のエピソード「山うなぎの蒲焼

きとステッキ」などいろいろな内容の１０１話が盛り込まれています。 

 残部僅少。 

【価格】1,000円 

 

 

 

図書の購入方法 

 

図書は、東大和市立郷土博物館（東大和市奈良橋１－２６０－２）、または、東大和市役所５階生

涯学習課窓口（東大和市中央３－９３０）にてお求めいただけます。 

郵送にてお求めの場合は、住所、氏名、購入希望図書名、冊数を記入したメモ等を、図書代金、送

料とともに、現金書留にて下記まで郵送してください。なお、送料については、下記までお問合せく

ださい。 

 

【お問合せ・お求め先】 

〒207-0031 東大和市奈良橋１丁目２６０番地の２ 

東大和市立郷土博物館 

（東大和市教育委員会 教育部 生涯学習課 郷土博物館） 

電 話：042-567-4800 ﾌｧｯｸｽ：042-567-4166 
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17 清 瀬 市 
 

新刊図書のご案内  

 

No.４ 『清瀬市史７ 資料編 考古』 

【内容】資料編の四冊目にあたる本書では、清瀬市域の遺跡から出土した

考古資料を掲載しています。第一章では地域の地形・地質と環境史を広域

的な視点から解説しています。第二章では市内 77 か所の遺跡の所在地と

過去行われた調査の概要、報告書などの情報をまとめています。第三章か

ら第七章では市内で発掘された主要な考古資料を旧石器時代から近現代

まで時代順に集約し、解説しています。出土遺物の自然科学的調査結果も

収録し、多角的な視点から出土資料、遺跡の解説をしています。 

【価格】2,000円 

 

No.16 『市史研究きよせ 第９号』 

【内容】令和６年６月 11日、清瀬駅は開業 100周年を迎えました。本書も

表紙・口絵の「きよせ懐かし写真館」に清瀬駅の写真を掲載しています。

本文にも清瀬駅の変遷と病院街の変化を関連付けてまとめたものを収録

しています。近世部会からは名古屋市蓬左文庫所蔵「清戸之図」から読み

解いた尾張藩の鷹狩りと村のようすを収録しています。市史編さん委員に

よる「石碑・石仏探訪」を掲載し、市史編さん室の文学ブログ「市史で候」

「きよせ結核療養文学ガイド ブンガくんと文学散歩」の紹介もしていま

す。 

【価格】300円 

 

 

No.27 『清瀬駅開業 100 周年記念誌』 

【内容】令和６年度に清瀬市郷土博物館で開催された「清瀬駅 100 年の

物語」の展示図録です。清瀬駅開業前夜から現在にかけての清瀬駅の歴史

を多くの資料とともに解説しています。西武池袋線の前身の武蔵野鉄道

時代の資料や、明治時代と昭和初期に計画されたもう一つの清瀬駅や線

路の建設計画資料などが収録されており、読み応えのある内容になって

います。 

【価格】2,000円 
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おすすめ図書 

 

NO.19 『清瀬の富士講  

―清瀬から富士を目指した人々―』  

【内容】平成 30 年度に清瀬市郷土博物館で開催された特別展の展示図録

です。図録には市内に現存する富士講、丸嘉講中里講社が所蔵する文書や

使用した道具など様々な資料を解説文付きで掲載し、清瀬から富士を目指

した人々の軌跡を紹介しています。人気のため令和４年度に完売しており

ましたが、再販希望の声を多くいただいたため増刷しました！ 

【価格】600円 

 

 

No.26 『歩く、描く 谷口ジローと清瀬』 

【内容】令和４年度に清瀬市郷土博物館で開催された「歩く、描く 谷口

ジローと清瀬」の展示図録です。本カタログでは、「歩くひと」などの図版

のほか、久住昌之氏（漫画家・ミュージシャン）と是枝裕和氏（映画監督）

によるエッセイや、関川夏央氏（作家）と夏目房之介氏（漫画コラムニス

ト）による対談も収録。読み応えのある内容になっています。 

【価格】2,000円 

 

 

図書の購入方法 

 

図書は、清瀬市郷土博物館受付窓口にてお求めいただけます。             

郵送にてお求めの場合は、A代金分の定額小為替、B送り先を記入した返信用レターパック（基本

はレターパックライトですが、複数冊ご希望の方は博物館にお問い合わせください）、C 有償刊行物

購入申込書を清瀬市ホームページから印刷し、A～C を同封のうえ、下記までお送りください。 

 

【お問合せ・お求め先】 

〒204-0013 東京都清瀬市上清戸 2丁目 6番 41号 

清瀬市郷土博物館 

電 話：042-493-8585 ﾌｧｯｸｽ：042-493-8808 
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18 東 久 留 米 市 
 

おすすめ図書 

 

No.14  『東久留米の戦争遺跡』 

市内にあった海外無線の傍受施設「陸軍北多摩通信所」「海軍大和田通信

隊」や武蔵野鉄道引き込み線（中島航空金属専用側線）、空襲や戦時下の学

校の様子などについて、写真や資料を豊富に掲載しわかりやすく解説して

います。 

【価格】1,000円 

 

 

 

 

No.15   『東久留米の古地図』 

市には、のちに市を構成する村々が明治時代初頭に作成した地引絵図の全

図９点と字ごとの切図７６点が残されており、これらは市の有形文化財に指

定されています。本書では、その地引絵図を中心として、江戸時代や明治時

代の久留米村誕生前後の資料を含めた古地図を紹介しています。本書は全図

に加えてできるだけ多くの切図写真を掲載し、久留米村成立以前の市域の様

子と現在が退避できるように工夫しています。 

【価格】1,200円 

 

 

 

No.16   『東久留米の学校史－明治・大正・昭和・平成－』 

『東久留米市史』編纂後の約４０年間に新たに収集した資料や調査・研究

の成果を生かし、東久留米市域における学校の黎明期から現在までの歴史を

まとめたものです。 

【価格】1,200円 
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No.17   『東久留米の近代歴史文書－近代行政文書を中心として・

明治時代編－』 

東久留米市郷土資料室が所管する明治時代の行政関連文書およびその

関連資料について整理・調査した成果をまとめたものです。江戸時代から

明治時代という大きな時代の変革期にさまざまな改革が行われる中で、作

成された多くの文書は東久留米市の歴史を語るうえで欠かせない史料と

いえます。“久留米”の名前の由来を推定できる『里道調』や地租改正時

に作成された『取調野帳』をはじめとした貴重な史料を紹介しています。 

【価格】1,000円 

 

No. 3  『ふるさとマップ 東久留米の文化財』 

市の歴史や文化財に親しみながら市内を歩くための「ふるさ

とマップ」です。市内に所在する文化財の概要や、所在地を紹

介しています。 

【価格】200円 

 

図書の購入方法 

 

東久留米市郷土資料室窓口、もしくは東久留米市役所２階生活文化課窓口でお求めいただけます。 

郵送での購入については、専用フォームよりお申込みください。 

こちらで送料を計算しご連絡いたしますので、図書代金（現金書留、 

もしくは定額小為替）と送料分の切手をご郵送ください。 

 

専用フォーム：https://logoform.jp/form/985h/694690 

 

【お問合せ・お求め先】 

〒203-0033 東久留米市滝山四丁目３番１４号 わくわく健康プラザ２階 

東久留米市郷土資料室 午前９時～午後４時３０分 

休館日：土・日・祝日、年末年始 

電 話：042-472-0051 ﾌｧｯｸｽ：042-472-0057 

https://logoform.jp/form/985h/694690
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71 

 

 
 

  



 

 

72 

 

19 武 蔵 村 山 市 
 

おすすめ図書 

 

No.24『武蔵村山と鉄道－明治から令和まで－』 

武蔵村山市は都内で唯一「鉄道の通らない市」として知られています。明治時代

から昭和時代後期にかけて鉄道誘致運動が行われましたが、実際に敷設されたのは

貯水池建設用の軽便鉄道しかありません。本書では、「まぼろしの鉄道」である阪東

鉄道や武州鉄道などの軌道交通計画や実際に敷設された軽便鉄道などについて紹

介します。 

（令和 3年 10月 23日発行、Ａ４版、フルカラー、全 60ページ） 

【価格】５００円 

 

 

No.26『武蔵村山の遺跡』 

武蔵村山市域では、発掘により市北部に位置する狭山丘陵を中心に多くの遺跡が

見つかっています。発掘された土器などの特徴からは他地域との交流があったこと

や、一部の遺跡で行った土に含まれる花粉等を分析する土壌調査では、約 2万年前

～近世の気候や植生の変化がわかりました。 

本書では、写真や図を多用し、旧石器時代から古代といわれる奈良・平安時代あ

たりまでの遺跡や出土品、発掘調査の結果などを紹介しています。 

（令和 6年 1月 12日発行、Ａ４版、フルカラー、全 60 ページ） 

【価格】５００円 

 

 

図書の購入方法 

歴史民俗資料館、市政情報コーナー（市役所１階）にて購入可能です。郵送による購入をご希望の

方は、下記までお問合せください。 

 

 

【お問合せ・お求め先】 

〒208-0004 武蔵村山市本町五丁目２１番地の１ 

武蔵村山市立歴史民俗資料館 

電 話：042-560-6620 ﾌｧｯｸｽ：042-569-2762 
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20 羽 村 市 
 

新刊図書のご案内 

 

No.１『羽村市郷土博物館紀要 第３８号』 

【内容】郷土博物館では、郷土研究の専門家の方々の論考などを紀要として、

毎年発行しています。郷土の歴史をひもとくための貴重な資料として、活用し

ていただける一冊となっています。 

大正期の中里介山（５）―都新聞を中心に／「蚕種難渋出入り一件」と江戸時

代後期の多摩の養蚕の一側面／玉川上水と四谷大木戸水番屋／令和四年度郷

土博物館事業報告 

【価格】４００円 

 

 

おすすめ図書 

 

No.２『玉川上水論集Ⅰ』（平成 31年 1 月 31日改版第一刷） 

【内容】昭和 57年に初版が刊行された本書は、完売した後も重版を望む多く

の声をいただき、それにお応えして近年増刷いたしました。玉川上水に関す

る基本的、代表的な研究論文を収録するもので、上水の全容を知るための総

論と上水の個々の問題を論じた各論から構成され、とくに上水研究入門者に

は必読の論集です。 

江戸の上水／玉川上水と武蔵野台地／玉川上水とその分水／玉川上水の沿革

／玉川上水道兄弟の出生地について／玉川上水考／上水の普請修復と村方／

福生村の玉川上水工事／江戸の水道制度／玉川上水における通船事業／玉川

上水・荒川筋運河計画／玉川上水・甲武鉄道 

【価格】８００円 

 

No.３『玉川上水 その歴史と役割』 

【内容】約３７０年間変わらずに水を送り続けている玉川上水。玉川上水

の歴史から、飲み水の大切さや偉大な土木技術などを学ぶことができます。

玉川上水の全体のことが、わかりやすくまとまった一冊で、子どもから大

人まで、玉川上水の入門書としておすすめです。 

【価格】８００円 
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No.４『羽村市郷土博物館紀要 第８号 特集 中里介山』 

【内容】平成５年に発行された本書は、多くの研究者やファンからの要

望により「中里介山」をテーマとした論文を紹介しています。中里介山

に関する内容が 60ページ掲載されています。 

はじめに／幻の「中里介山論」―遠藤浩覚書―／中里介山居士年譜及び

著作年表／聞き書き 女性から見た介山先生／介山ゆかりの地訪問記／

玉川上水文献志（六）／羽村市郷土博物館事業報告 

 

 

 

図書の購入方法 

 

販売図書は、郷土博物館および市役所 1階総合案内でもお求めいただけます。 

別途、郵送での販売も受け付けております。注文方法は、下記の２通りあります。 

・本代は定額小為替、送料は切手で、普通郵便でお送りください。 

・本代は現金、送料は切手で、現金書留でお送りください。 

送料は本の重さによって異なるので、あらかじめ問い合わせてください。 

お問い合わせにて送料が確定しましたら、本代・送料とともに、次の(1)～(4)を記入したメモを同

封して当館までご郵送ください。 

(1)住所 (2)氏名 (3)電話番号 (4)注文書名および冊数 

 

 

【お問合せ・お求め先】 

〒205-0012 羽村市羽７４１番地 

羽村市郷土博物館 

電 話：042-558-2561 ﾌｧｸｽ：042-558-9956 

URL http//www.city.hamura.tokyo.jp/0000005474.html 
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21 あ き る 野 市 
 

おすすめ図書 

 

No.42『あきる野市文化財マップ』 

【内容】あきる野市内の指定文化財をはじめ寺院、神社、埋蔵文化財包蔵地

の一覧と概要を掲載した地図です。あきる野市を初めて訪れる方に特にお

すすめのマップです。市内散策のおともにどうぞ。 

【価格】200円 

 

 

 

 

 

 

No.47『五日市憲法草案の碑 建碑誌』 

【内容】昭和４３年に旧深沢村の土蔵で発見された五日市憲法草案の顕彰

碑を建設した際の記念誌。編集委員による解説や当時、東京経済大学教授

であった色川大吉先生による除幕式記念講演の内容を掲載しています。 

千葉卓三郎や深澤権八、五日市学芸講談会についてなど、五日市憲法草

案について深く知ることができます。全条文収録。 

【価格】900円 

 

 

 

No.45『五日市物語－ふるさとのあれこれ－』 

【内容】昔話や言い伝えなどを広報紙で広く募集し、それらを整理・創作

し、一冊にまとめました。古くから文化が花開いていた五日市地域の魅力

を、さまざまな物語を通して楽しむことができます。 

○昔ばなし：「ところいも」、「どろ染め」、「願いがかなった観音まいり」

など全１２話 

○歴史がたり：「伊達政宗と白萩の秘話」、「伊奈石の話」など全６話 

【価格】450円 
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No.8『写真集 秋川の百年』 

【内容】旧秋川市の昭和期を中心とする古写真を集めた写真集。 

昭和６０年代に、地域の発展とともに失われていく昔の面影を後世

に残そうと作成されました。写真は市民を中心に１，０００点近く集

まり、その中の約４６０点を掲載。 

都市開発が行われる前の秋川地域を視覚的に感じることができま

す。 

【価格】3,800円 

 

 

 

 

No.46『萩原タケ －ナイチンゲール記章に輝く郷土の人－』 

【内容】萩原タケは明治期に看護師として活躍し、日本初のナイチンゲー

ル記章を受章しました。「日本のナイチンゲール」とも呼ばれています。 

明治６年に旧五日市村（現在のあきる野市五日市）に生まれ、２０歳で

日本赤十字社の看護師の道へと進み、明治４２年には日本赤十字社看護

婦監督に就任。その後２８年間は後進の指導助言にあたりました。６３歳

で亡くなるまでの輝かしい功績を紹介しています。 

【価格】600円 

 

 

図書の購入方法 

 

販売場所：○五日市郷土館［午前９時３０分～午後４時３０分、休館日は、月曜日（祝日の場合は

開館、翌日休館）、年末年始］ 

○二宮考古館［午前１０時～午後４時、休館日は、月・火曜日（火曜日が祝日 

の場合は水曜日も休館）、祝日、年末年始］ 

郵送の場合：五日市郷土館まで現金書留にてお申込みください（送料は購入者負担）。 

      料金については、事前にお問合せください。 

 

【お問合せ・お求め先】 

〒190-0164 あきる野市五日市９２０－１ 

五日市郷土館 午前９時３０分～午後４時３０分 

休館日：月曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）、年末年始 

電 話：042-596-4069 FAX：042-596-1252 
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22 西 東 京 市 
 

おすすめ図書 

 

No.27 『西東京市の指定文化財ハンドブック』 

この本は、西東京市の指定文化財を広く知っていただくために、

当市の文化財保護審議会委員である都築恵美子氏の執筆で平成

13 年から平成 26 年に市教育委員会広報「西東京の教育」に連載

された「シリーズ西東京市の文化財」をもとに、執筆後の変更な

どを加味し、編集したものです。 

西東京市には、令和４年３月現在、国指定３件、都指定１件、

市指定 50 件の指定文化財があり、平成 27 年に国史跡になった縄

文時代の下野谷遺跡や、石仏・石塔、絵馬、文書など西東京市の

歴史文化にかかわる重要な文化財を紹介しています。それぞれの

文化財の説明等、カラー写真で紹介しています。※市指定 50 号

（平成 29年指定）は未掲載(別紙説明文を添付しています。) 

A5版 101ページ 【価格】460円 

 

 

図書の購入方法 

 

図書は、西東京市役所（田無庁舎）５階情報公開コーナーにてお求めいただけます。 

郵送にてお求めの場合は、住所、氏名、購入希望図書名、冊数を記入したメモ等を下記まで郵送し

てください。 

図書代金・送料は、商品に同封する納付書でお支払いください。 

 

【お問合せ・お求め先】 

〒188-8666 西東京市南町五丁目６番 13号 

西東京市教育委員会教育部社会教育課（問合せ） 

西東京市役所総務部総務法規課情報公開コーナー（販売） 

電 話：042-420-2832（社会教育課直通） ﾌｧｯｸｽ：042-420-2891 

042-460-9898（田無庁舎情報公開コーナー直通） 
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23 瑞 穂 町 
 

おすすめ図書 

 

『瑞穂町文化財マップ』 

瑞穂町には東京都指定有形民俗文化財 1件、町指定文化財 21

件をはじめ、寺院・神社、石造文化財、歴史的景観など様々な文

化財があります。この冊子には、これらの文化財に加え、町域に

点在する埋蔵文化財包蔵地の情報も併せて掲載されています。瑞

穂町域の文化財巡りに必携のアイテムとなっておりますので、ぜ

ひお求めください。 

【価格】２００円 

 

 

 

 

 

 

 

 

瑞穂子ども歳時記 =昭和１０年～３０年代の暮らし= 
 現在の瑞穂町は、箱根ヶ崎村、殿ヶ谷村、石畑村、長岡村、元

狭山村の旧村が合併し誕生しました。本書では、旧元狭山村域に

生まれ育った関谷 和氏のイラストにより、瑞穂町が合併・成立す

る以前の旧村域における四季の行事や、子ども達の様子が紹介さ

れています。懐かしい旧村落の風景は、現在すっかり失われてし

まいました。本書には、今に生きる人たちが知っておきたい、昭和

の古き良き時代の風景・風俗が紹介されています。多くの方に手

にとっていただき、ご覧いただきたい書籍となっています。 

【価格】５００円 
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『炉辺夜話』 
けやき館には、民家の囲炉裏端が復元されて

います。そこで、月に２回、瑞穂町はじめ近隣

に伝わる昔話を語り合っています。 

高齢者が数人集まると戦時中の話、山の神や

稲荷講の話、子供の頃の遊びや学校での出来事

等、次々と話が盛り上がります。 

元文化財保護審議会会長の村山美春氏が、語

った村山三里のこうした話をまとめたものが、

この冊子です。「瑞穂町が村だった頃の話」「狭

山丘陵をめぐる郷土史」「日光街道と箱根ケ崎

宿の思い出」「村山三里いま むかし」「箱根ケ

崎の獅子舞について」「月待供養のこと」等、

興味のある話が、たくさん掲載されています。 

【価格】１，０００円 

 

『瑞穂の方言』 
 平成５年に発行した本ですが、瑞穂町のベス    

トセラーです。みなさん、こんな瑞穂ことば（方 

言）を知っていますか。 

「あにがよ、両方ともそらっことよ」 

「あに、おへんだら言ってんだ」 

「おこじょうにすべえ」 

こんな楽しい会話が、ちょっと前まで交わさ   

れていました。 

【価格】２００円 

 

 

 

図書の購入方法 

図書は、瑞穂町郷土資料館「けやき館」窓口でお求めいただけます。郵送にてお求めの場合は、

住所、氏名、購入希望図書名、冊数を記入したメモ等を下記まで郵送してください。図書代金及び

送料は、納付書を郵送しますので、指定の金融機関等でお支払いください。入金が確認できました

ら図書を郵送します。 

 

【お問合せ・お求め先】 
〒190-1202 西多摩郡瑞穂町大字駒形富士山３１６番地５ 

瑞穂町郷土資料館「けやき館」 

瑞穂町教育委員会 教育部図書館文化財担当 

電 話：042-568-0634  ﾌｧｯｸｽ：042-568-0639 
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